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高月地域のようす 
（令和６年２月１日現在） 

【人口】 

男   ４，５８１人 

女   ４，７９２人 

計   ９，３７３人 

【世帯数】 ３，５３４世帯 

◆発行/高月地域づくり協議会・高月まちづくりセンター 

◆事務局/高月まちづくりセンター（長浜市高月町渡岸寺 141-1/月曜・祝日・年末年始休館） 

Tel（0749）85-5204 Fax（0749）85-5744 Mail：machisen@a-takatsuki.org 
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Nen  

 

2024 年（令和 6 年） 3 月 1 日 〔１〕 

Nen  

 

 

高月まちセン講座 「歴史講演会」を開催します！ 

高月文化協会主催 「防犯研修会と芸術鑑賞会」を開催します！ 

歌って健康！「歌声サロン」参加者募集！ 

♪日 時 ： 2 月２９日（木） 10：00～11：30 

3 月２６日（火） 10：00～11：30 
♪会 場 ： 高月まちづくりセンター２階 研修室 1 

♪演 奏 ： カシオミュージックサークル認定講師 

♪参加費 ： ３00円（当日集めます。） 

♪持ち物 ： 飲みもの、歌声サロン歌詞集（ある人） 

昔懐かしい曲を、生のキーボード演奏

に合わせてみんなで一緒に歌いましょ

う。申し込みは不要ですので、当日会場

へお越しください。 

たかつき「地域力」  第５４号 

高月まちセンだより 第７９号 

 

地
域
づ
く
り
協
議
会 

 
 

 

設
立
10
周
年
記
念
式
典 

 

11
月
５
日(

日)

、
文
化
の
集
い
の

最
終
日
に「
高
月
地
域
づ
く
り
協

議
会
設
立
10
周
年
記
念
式
典
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
浅

野
ひ
ろ
子
地
域
づ
く
り
協
議
会
副

会
長
が
、
片
山
源
之
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
代
読
の
後
、
村
井
弘
氏
、

西
坂
重
和
氏
、
山
岡
孝
明
氏
３
人

の
歴
代
会
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

        

高
月
地
域
づ
く
り
協
議
会 

令
和
５
年
度  

後 

期 

活 

動 

報 

告 

未経験者・初心者のための 

  カシオキーボード体験教室 参加者募集！ 

楽器演奏が初めてでも簡単！手軽に弾ける永遠の

ヒットソングでイキイキ脳活！個人でマイペース

に、グループで仲間と一緒に楽しみませんか？ 

ぜひご参加ください。 

♪日    時 ： ３月２６日（火） 1３：０0～1４：０0 

♪会   場 ： 高月まちづくりセンター１階 会議室２ 

♪講   師 ： カシオミュージックサークル認定講師 

♪募集人数 ： ５名 

♪参 加 費 ： 500円（キーボードレンタル料込） 

♪申込方法 ： ２月２７日（火）から電話にてお申し込み 

ください。（☎85-5204/月・祝休館） 
 

《今後は月２回 60分レッスンで 4，000円、 

別途教材費 1，980円とキーボードレンタル 

料１回５００円（必要な方）の教室となります。》 

 

❖演題「どうなった 徳川家康と井伊直政」 

   ❖講師  野田 浩子 氏（立命館大学等非常勤講師） 

昨年の大河ドラマ「どうする家康」では井伊直政の新たな側面が描かれていました。 

家康の天下統一に直政がどのように貢献したのかを、最近わかってきた直政の個性 

とともに見ていきます。 

❖日   時 ： ３月２日(土) 13：30～15：00 

❖会   場 ： 高月まちづくりセンター ２階 研修室１ 

❖参 加 費 ： ３00円（資料代） ※歴史の会会員は無料 

❖参加方法 ： 事前申し込みは必要ありません。当日会場へお越しください。 

 

❖日   時 ： ３月３日(日) 13：30～15：３0 

❖会   場 ： 高月まちづくりセンター ２階 多目的ホール 

❖内   容 ： １３：３０～１４：１５ 木之本警察署による 

交通安全講話・特殊詐欺防止啓発講話 

          14:30～１５：３０ 冨田人形共遊団による 

冨田人形浄瑠璃の公演鑑賞 

                          「傾城阿波の鳴門」他１演目 

❖参加方法 ： 事前申し込みは必要ありません。当日会場へお越しください。 

【講師紹介】 

1970 年京都市生まれ 

1995年から 22年間、彦根城博物館学

芸員として井伊家や彦根地域の歴史

を研究。現在は立命館大学等で非常

勤講師を勤める。 

あいうえワンコ～幸せワンコにするために～ 参加者募集！ 

今、犬を飼っておられる方、これから飼う予定の方へ。 

幸せなドッグライフのために、知って欲しいことを 

お伝えする講座です。お気軽にお越しください。 

🐶日    時 ： ①３月１６日（土）１３：００～１４：００ 

             『君はなぜ吠えるの？』 

②３月３０日（土）1３：０0～1４：０0 

     『アイドルになろう・犬に伝わる伝え方』 

🐶会   場 ： 高月まちづくりセンター１階 会議室２ 

🐶講   師 ： ドッグトレーナー 安陪佳子さん 

🐶募集人数 ： １５名（ワンコ同伴不可） 

🐶受 講 料 ： 1講座 ５00円 

🐶申込方法 ： ２月２７日（火）から電話にてお申し込みください。 

（☎85-5204/月・祝休館） 
 

《４月から、毎月第２土曜日１３：００～１４：００に開講予定です。 

詳しくは 3/16と 3/30の講座の中でお話します。》 
 

第一種動物取扱業登録 滋賀県動保セ第６００４２-０４号（訓練） 登録年月日２０１０年８月１１日 有効年月日２０２６年２月２８日 

 

２月の開催日が 

変わりましたので 

ご注意ください！ 

 

年
度
当
初
よ
り
、
各
自
治
会
か

ら
地
域
改
善
要
望
を
提
出
い
た
だ

き
、
自
治
会
部
会
の
４
人
の
連
合

自
治
会
長
を
中
心
に
地
域
改
善
要

望
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

11
月
22
日
に
、
片
山
会
長
、
弓

削
副
会
長
、
嶌
津
会
計
管
理
者
、

山
岡
高
月
連
合
自
治
会
長
が
市

長
室
を
訪
問
し
、
浅
見
市
長
に
直

接
要
望
書
を
手
渡
し
、
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
浅
見

市
長
を
は
じ
め
、
山
岡
教
育
委
員

会
次
長
、
西
川
住
宅
課
管
理
監
、

藤
田
市
民
協
働
部
次
長
が
出
席
し

要
望
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

            

要
望
は
、「
高
月
小
学
校
の
プ

ー
ル
整
備
」
、「
増
加
す
る
空
家
へ

の
対
策
」
、「
小
中
学
校
の
通
学
路

の
安
全
確
保
」
、「
富
永
橋
の
拡

張
」
、「
除
雪
対
応
」
等
多
岐
に
わ

た
り
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滋

賀
県
所
管
の
河
川
、
道
路
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
も
、
長
浜
土
木
事

務
所
木
之
本
支
所
に
出
向
き
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

地
域
振
興
部
会
事
業 

❖
軽
ト
ラ
市 

11
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
５

日
間
、「
あ
っ
た
か
つ
き
祭
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

         

中
で
も
、
４
日(

土)

に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
花
と
観
音
の
里
と
の
共
催
事
業

で
地
域
振
興
部
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
り
、「
軽
ト
ラ
市
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
３
回
目

の
開
催
で
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
21
店
舗
の
出
店
が

あ
り
、
そ
の
場
で
調
理
さ
れ
る
食

べ
物
を
求
め
る
人
が
多
く
、
開
始

早
々
に
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
や
、
待
ち
時
間
が
30
分
以
上

に
な
る
お
店
も
あ
る
ほ
ど
で
し

た
。  

           

っ
と
い
う
間
に
90
分
の
講
演
会
の

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
惜
し
み
な

い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。 

  

自
治
会
部
会
事
業 

❖
地
域
課
題
改
善
要
望
活
動 

自
治
会
部
会
で
は
、
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
道

路
河
川
の
整
備
・
交
通
安
全
・
防

災
・
道
路
除
雪
な
ど
の
暮
ら
し
に

密
着
す
る
様
々
な
課
題
を
改
善

し
て
い
く
た
め
、「
地
域
課
題
改
善

要
望
活
動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

式
典
に
引
き
続
き
、「
記
念
講

演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
、
弁
護
士
で
タ
レ
ン
ト

の
菊
池
幸
夫
氏
で「
人
を
許
す
時

が
自
分
を
高
め
る
時
」
の
演
題

で
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
語
り
口

調
で
、
参
加
者
の
心
を
つ
か
み
、
あ 

《２月に歌う曲目（予定）》 

早春賦、汽車、愛はかげろう、昴、魅せられて、あずさ２号、リンゴ

の唄、知床旅情、荒城の月、青春時代、津軽海峡冬景色、ブルー・

ライト・ヨコハマ、琵琶湖周航の歌 

〈菊池幸夫氏〉 

私たちの身近な問題「交通安全」と「特殊詐欺防止」についての講話と、滋賀県無形

民俗文化財の「冨田人形浄瑠璃」を鑑賞していただきます。自分たちの身を守る研修

と、湖北で脈々と続く伝統文化に触れていただく機会でもありますので、皆さま多

数のご参加をお待ちしています。 
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 教
育
・文
化
・ス
ポ
ー
ツ
部
会 

❖
こ
ど
も
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

こ
ど
も
達
を
中
心
に
、
地
域
の

活
性
化
や
将
来
に
向
け
た
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
地
区

内
４
つ
の
小
学
校
の
５
・
６
年
生

13
名
で「
こ
ど
も
ま
ち
づ
く
り
委

員
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

「
こ
れ
か
ら
、
こ
ど
も
縁
日
を

開
催
し
ま
す
！ 

子
ど
も
も
大
人

も
、
夏
と
び
っ
き
り
の
思
い
出
に

し
ま
し
ょ
う
！
」
こ
ど
も
ま
ち
づ

く
り
委
員
の
開
会
宣
言
で
始
ま
っ

た
縁
日
は
、
来
場
者
数
2,000
人
と
、

会
場
と
な
っ
た
高
月
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
始
ま
っ
て
以
来
、
最
大

の
規
模
と
な
り
、
こ
ど
も
達
が
企

画
・
準
備
を
進
め
た
屋
台
や
各
種

の
コ
ー
ナ
ー
も
売
り
切
れ
御
免
の

大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

し
、
ま
さ
に「
こ
ど
も
達
が
つ
く
り

あ
げ
た
、
こ
ど
も
達
の
た
め
の
縁

日
」
と
な
り
ま
し
た
。 

  

安
全
環
境
部
会
事
業 

❖
防
災
研
修 

11
月
８
日
、
安
全
環
境
部
会
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
滋
賀
県
災
害
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
施
設

見
学
と
防
災
講
習
を
受
講
し
ま
し

た
。
姉
川
地
震
の
説
明
を
含
め
、

滋
賀
県
に
関
係
の
あ
る
断
層
の
設 

 
 

 

こ
ど
も
ま
ち
づ
く
り
委
員
を

は
じ
め
、
小
学
生
、
中
学
生
に
よ

る
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
屋
台

や
各
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
に
大
活
躍 

健
康
福
祉
部
会
事
業 

❖
秋
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
 
 

紅
葉
の
鶏
足
寺
を
訪
ね
て 

11

月

23

日
勤
労
感
謝
の
日

に
、
秋
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

開
催
し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
高
月
支
部
と
高
月
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
、
参
加

者
44
名
。
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
出
発
し
、
雨
森
で
ト
イ
レ
休
憩

し
た
後
、
石
道
か
ら
鶏
足
寺
に
は

い
り
ま
し
た
。 

当
日
は
４
年
ぶ
り
の
公
開
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な
混
雑
ぶ

り
で
し
た
。
現
地
で
は
２
時
間
の

自
由
時
間
を
取
り
ま
し
た
が
、
己

高
閣
ま
で
足
を
延
ば
さ
れ
る
参
加

者
も
多
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
出

発
の
時
間
を
迎
え
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
紅
葉
が
最
も
美
し

い
時
期
に
重
な
り
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
安
全
環
境
部
会
事
業 

❖
交
通
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

             

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
軽
自

動
車
を
購
入
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
朝
の
通
学
時
間
の
交
通
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
試
験
的
に
開
始

し
ま
し
た
。 

通
学
時
の
交
通
安
全
啓
発
活
動

に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
協
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
警
察
な
ど
の
団
体
が
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
願
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
で
も
週
一
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
元
気
の
い
い
子
ど
も
か
ら
は
、

大
き
な
声
で
挨
拶
が
返
っ
て
き
ま

す
。 

  

安
全
環
境
部
会
事
業 

❖
高
月
小
学
校
前
の
歩
道 

改
善
さ
れ
る 

高
月
小
学
校
前
に
は
信
号
と
横

断
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
県
道
北
側

の
歩
道
か
ら
小
学
校
の
校
地
に
登

校
し
て
い
ま
す
。 

歩
道
上
で
信
号
待
ち
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
歩
道
が
一

時
的
に
通
れ
な
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
は
中
学
生
の
通
学
路
で

も
あ
り
自
転
車
も
通
行
し
、
危
険

な
状
況
が
見
ら
れ
、
県
と
市
に
以

前
か
ら
改
善
を
要
望
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
度
、
歩
道
の
外
側
に
待
機

ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
登
校
時
の

混
雑
に
よ
る
危
険
の
軽
減
が
図
ら

れ
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

明
を
受
け
ま
し
た
。
自
助
・
共
助
・

公
助
の
内
、
特
に
自
助
が
大
切
で

あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
報
道
に
接
し
、

家
族
や
地
域
等
小
さ
い
範
囲
で
の

助
け
合
い
の
必
要
性
を
改
め
て
痛

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 

高
月
ま
ち
セ
ン
講
座 

 
 

 

「
節
分
巻
き
寿
司
教
室
」 

毎
回
大
人
気
の「
節
分
巻 

き
寿
司
教
室
」
を
、
山
岡
和

宏
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
開
催
し

ま
し
た
。
す
し
飯
を
う
ち
わ
で
冷

ま
す
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
巻
く
時
の

ま
き
す
の
持
ち
方
な
ど
、
今
ま
で

自
己
流
で
し
て
い
た
こ
と
を
改
め

て
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
、
節
分
に
ぴ
っ
た
り
の
豪
華
な

巻
き
寿
司
が
で
き
ま
し
た
。 
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「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」 

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
で
バ 

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施 

し
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
に

な
く「
山
本
山
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

こ
と
オ
オ
ワ
シ
が
木
に
と
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

       

初
め
て
望
遠
鏡
で
観
察
す
る
子

ど
も
達
も
、
職
員
の
方
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
鳥
の
観
察
を
し
ま

し
た
。
教
室
終
了
後
も
ま
だ
観
察

を
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
家
族
と

共
に
残
っ
て
野
鳥
や
施
設
見
学
を

す
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
来
年

も
オ
オ
ワ
シ
が
来
て
く
れ
る
の
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

第１６回目の近江高月観音寄席を高月地域づくり協議会と高月老ク連の共催により高月まちづくりセンター

にて開催いたします。人間国宝であった桂米朝さんのご一門の皆さんと国宝十一面観音様のまち高月のＮＰ

Ｏ法人「花と観音の里」との連携で、日本の伝統話芸をたっぷりと楽しんでいただきます。ご近所お誘いあわ

せでお越しくださいませ。 

【日   時】 ３月１６日（土） 開場 １３：３０～ 開演 １４：００～ 

【会   場】 高月まちづくりセンター２階 多目的ホール 

【鑑 賞 券】 一般 １，５００円  高月老ク連会員 1，０００円 
                ※未就学児の入場はご遠慮願います。 
【販売場所】 高月総合案内所（高月駅東口） 

  高月まちづくりセンター 

【企画協力】 米朝事務所 

【問 合 先】 ＮＰＯ 花と観音の里（☎85-5557） 
 

主催/ＮＰＯ法人 花と観音の里 

共催/高月地域づくり協議会 

長浜市老人クラブ連合会高月支部 
※制作協力 米朝事務所 

１/２０(土) 

２/３(土) 

歌
声
サ
ロ
ン 

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
で
一
番 

多
い
37
名
の
方
に
ご
参
加
い 

た
だ
き
ま
し 

た
。
恒
例
の 

曲
の
他
に
、「
青
春 

時
代
」「
銀
色
の
道
」 

「
知
床
旅
情
」な
ど 

を
歌
っ
た
り
、
曲
に 

合
わ
せ
て
脳
ト
レ
体 

ー
ズ
・
薄
焼
き
卵
を
乗
せ
て
巻
く

パ
タ
ー
ン
と
、
シ
ー
チ
キ
ン
マ
ヨ
・

野
菜
・
ハ
ム
・
薄
焼
き
卵
の
パ
タ
ー

ン
の
二
つ
を
し
ま
し
た
。
お
に
ぎ
ら

ず
が
落
ち
着
く
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
の
で
お
家
に
帰
っ
て
か
ら
切

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
見
本

の
切
り
口
を
見
て「
オ
～
」
と
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。 

１/３０(火) 

 

皆さまからいただいた支援は、フードバンクながはまを通じて必要と

されている方に届けられています。 

フ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
は
、

ま
ち
セ
ン
玄
関
ロ
ビ
ー

に
あ
り
ま
す
。 

引
き
続
き
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

操
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
方

に
よ
る
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
の
演
奏
は

と
て
も
す
ば
ら
し
く
、
皆
さ
ん
聞

き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た 

２/１０(土) 

第１６回 「近江高月観音寄席」のご案内
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「
お
に
ぎ
ら
ず
に
挑
戦
」 

お
に
ぎ
ら
ず
を
楽
し
み
に 

し
て
い
た
子
ど
も
達
も
多
く 

元
気
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
回
は
自
分
達
で
肉
を
焼

き
、
薄
焼
き
卵
も
一
人
ひ
と
り
が

焼
く
体
験
を
し
ま
し
た
。
の
り
一

枚
の
四
カ
所
に
ご
飯
を
盛
り
つ

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
焼
肉
・野
菜
・チ 


